
プロジェクト型アプローチ （PBA） を活用した
プロジェクト型学習の実践例

概 要

単元の流れ

単元計画概要 
プログラミング教育の一環とし、児童らが自分たちで考えた北海道の地域性や特色を
デジタルコンテンツで発信することを目的とした単元を展開。既習として学んだ北
海道の情報を整理しながらビジュアルプログランミング言語を用いて博物館や科学
館のようなポップアップ形式のコンテンツを作成。児童同士で改善点などを指摘し
ながら、どう処理すれば意図した動きが行なえるか試行錯誤する力も養う。

学習実践タイプ 総合的な学習型
タイトル 「ほっかいとう伝えるプロジェクト」
教科 プログラミング学習 学習テーマ Scratchをつかったプログラミング
学年 小学 4 年生 総時間 20 時間

育成したい
21 世紀型スキル

どのようなプログラミングによってコンテンツを作成するかを他児童とコミュニケーションを通して協調・協働しなが
ら作り上げる“イノベーションスキル” 。情報を活用し北海道の魅力を調査し、プログラミングを学ぶ “情報・メディア・
テクノロジースキル” に加え、北海道と他地域の生活を比べて理解する異文化理解スキルアップも狙う。

学習目標 沖縄の小学生にこれまで学んだ北海道の魅力をどうすれば分かりやすく伝えられるかを考える。また、北海道にはどのよ
うな魅力があるかをさらに調査・探究し、主体的に学びを進め、チームで協力してデジタルコンテンツを作成する。

学習活動
評価

育成スキル
評価基準 評価手法

導入
課題設定①

○社会科で学んだ「北海道の様子」をまとめよう
◎沖縄の小学生に伝えることはできるかな？

単元テーマに対する興味をもち、
関連する事象を考える

・ブレインストーミング
  （概念マップ）

◆異文化理解→沖縄の生活を北海道と比べ
て理解する

 展開 1
（計画）②

○北海道の特徴をどのように伝えるか？
・新聞、ポスター　・インターネット　・You Tube
○インターネットで伝えるとしたらどんな方法が？
・データ　プログラム

沖縄との交流についてどのような
方法で行えば、よい楽しい交流が
できるか考える

・グループミーティング
・観察メモ

◆自発性と主体的な自己管理→主体的に学
びに取り組み、自分なりに計画を立てて
進められる

 展開 2
（習得）③④⑤

◎博物館にあるような「案内システム」はどのような
　プログラムになっているのかな
○プログラミングを体験しよう
○Scratchをつかって簡単なプログラムをつくろう

・命令を順序立ててフローチャー 
トを作成するアンプラグドのプ
ログラミングを行う
 ・仲間とともに修正しながら取り
組むようにする

・観察メモ　
・プログラミング ◆ICTリテラシー→プログラミング

展開 3
(調査･作成）⑥⑦

◎デジタルコンテンツのプログラムを考えよう
○プログラミングアクティビティ図を作ってみよう
　（アンプラグド）
○伝えたい北海道のよさを調査しよう

社会科で学んだことを想起して、 
伝えたいことをまとめる。伝える
内容の仕掛けをアクティビティ図
で論理的に考える

・計画ルーブリック　
・コミュニケーション
  ルーブリック

◆創造性→どのようなプログラミングによ
るコンテンツを作成するか
◆情報活用→北海道の魅力を調査する
◆コミュニケーションとコラボレーション
→チームにおける協調性と協働性

展開 4
（プログラミング

・発表）
⑧⑨⑩⑪⑫⑬

◎実際にプログラミングを行おう
○コンテンツのページ分担をしよう
○チームでコンテンツ内容を確認しよう
○他のチームのコンテンツを評価しよう

・計画した意図どおりにプログラ
ミングを行う
・わかりやすいコンテンツを完成
するために内容面や仕掛けのプ
ログラミングについてデバッグ
や改善案を考えることができる
・グループごとに製作途中のコン
テンツをプレゼンし、評価し合う

・グループミーティング
・成果物評価

◆コミュニケーションとコラボレーション
→チームにおける協調性と協働性
◆ICTリテラシー→プログラミング
◆リーダーシップと責任感→相手の立場を
考えてデジタルコンテンツを作成する
◆柔軟性・順応性→仲間の考えを柔軟に受
け止められる姿勢

展開 5
(送信）⑭⑮⑯

◎沖縄の小学生にどのような方法で送るか考える
○沖縄の小学校を調べよう
○あいさつ文を考えよう

・インターネットをつかって沖縄
とつながることを実感し、交流の
仕方を考えることができる

・グループミーティング
・コラボレーションルー
ブリック（自己評価）

◆自発性と主体的な自己管理→主体的に学
びに取り組み、自分なりに計画を立てて
進められる
◆異文化理解→沖縄の生活を北海道と比べ
て理解する

まとめ
⑰⑱

◎沖縄地方の小学校にプレゼンテーションデータを
   送ろう
○沖縄の小学校から返事が届いたよ
○プログラミング活動をふりかえろう

・沖縄との交流から学んだことを
整理することができる

・観察メモ　
・ルーブリック

◆異文化理解→沖縄の生活を北海道と比べ
て理解する
◆自発性と主体的な自己管理→主体的に学
びに取り組み、自分なりに計画を立てて
進められる

北海道立札幌市立発寒南小学校

朝倉 一民 教諭



北海道の魅力を他県の児童や多くの人々に知って欲しい
デジタルコンテンツ作成で児童の 21 世紀スキルを磨く

　「そもそも、わたしが以前勤務していた伏見小学校は、その年、札幌市の『プログラミング的
思考に関する教育』の指定校ということもあって、プログラミングを使った授業を公開すると
いう機会がありました。その時、何か PBL で出来ることはないかと考えたときに思い浮か
んだのが、北海道の魅力を他の地域の人々に伝える本単元でした」。と単元を計画した朝倉
教諭は語る。本単元は、 4 年生の総合学習という縛りがあったため、 プログラミング的思考
の学習との融合はしやすかったとのこと。とはいえ、プログラミング的思考の授業は、一般
的な教諭からは敬遠されがちな分野。だからこそ、新聞やポスターというこれまで児童たち
が行なってきた表現活動の一環として取り入れることを意識したとのことだ。結果、他の教
諭も戸惑うことなく、スムーズに取り入れられてもらえたのではないかと同時を振り返った。

　「チームで協力して北海道の魅力を発信するデジタルコンテンツを作成するといっても、
児童が持つ IT リテラシーにはかなりの差がありましたね」。と朝倉教諭は振り返る。こう
いった情報発信を目的としたデジタルコンテンツの作成をスムーズに行うには、プログラ
ミング教育を低学年からやっておくこと、そしてそれを教える教諭のスキル向上や人数確
保も大切だと語る。「コンテンツ作成にポップアップ式を取り入れたのは正解でしたね。
博物館や科学館などのディスプレイなど、タッチしたら次の説明が出てきたり戻ったりで
きる。そんな具体的にイメージできるものがあるからです」。と続けた。その言葉通り、児
童同士で良かった点や改善点を指摘し合いながらスムーズに写真や動画、説明文などを自
分が意図した通りにプログラミングが完成。交流機会があった沖縄の児童へと届けられた。

　「評価そのものは毎時間ごとにルーブリック評価で行ないました」。と朝倉教諭。単元
計画を立て、学校が設けた評価基準に従って評価を行ったとのことだ。その柱となるのは 
“知識・技能を働かせる力” 、 “探究する力” 、 “自分や他者・社会と かかわる力” の 3 項目。
これまで学んだことを生かし、課題の発見と解決法の考察、そして仲間と協力して学んだ
り社会と関わったりできたか。その達成度に沿って、 S A B C の ４ 段階で評価を行っ
たきたとのことだ。とはいえ、毎時間ごとに評価するにしても、どうしても授業の限られ
た時間内において全員に話しかけることや、どの児童がどこで躓いているのかを把握する
のは難しかったと朝倉教諭は振り返る。その点は、児童の自己評価に加えクラスの担任と
コミュニケーションを取りながら評価することを大切にしましたと締めくくった。

表現活動を“紙からデジタル”にすることで 21 世紀スキルを身につけさせたい

直感的にイメージしやすいポップアップ式で理解度とスムーズな作業を実現

自己評価や児童と接する機会の多い担任の意見も広く取り入れることが大切です

教員向け研修サービス 教員向け研修サービス受講者専用ページ
DISの研修を受講いただいた
先生方向けに振り返りとして
活用いただける様々なコンテ
ンツをご用意しております。

DISの提供する教員向け
研修サービスは授業で
のICTの効果的な活用や、
授業デザイン力の向上
を目的とした教員のスキ
ルアップ研修です。

https://sip.dis-ex.jp/

記載されている会社名及び商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。

ダイワボウ情報システム株式会社
E-Mail：dis-bunkyo@pc-daiwabo.co.jp
TEL：0570-550-674

〈 問い合わせ先 〉

D I S 教 育 総 合 サ イ ト

DIS　文教


